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得 る ことで はな く，与 え るこ とに よって， ク リスマス
ゆる

の精神は生かされ ます。人々は敵 を赦 し，友 を思い起 こ

し，神に従い ます。クリスマスの精神 は，心の窓から見 ・

える景色 を照 らし出します。わたしたちはこの世の忙 し

い生活に目をやって，物ではな く，人にもっと関心 を寄

せるようになります。

わた しが主 に ささげ られ る もの は何 だ ろう。

この貧 しいわた しが。

わた しが羊飼 いだ った ら，

子 羊 をさ さげ よ う。

博 士だ った ら，

自分 の務 め を果 たそ う。

しか し， この わた しが主 にささげ られ る もの は何 だ ろう。

ささげ よう， 自分 の心 を。

(ク リステ ィーナ ・ジ ョージナ ・ロセ ッティ)

与 えることがもらうことに取 って代わるクリスマスの

日を，人はいつまで も忘れ ません。わたしにとってそれ

は，10歳 のクリスマスが近づいた ときのことでした。当

時の少年の夢 は電気仕掛 けの汽車でした。わたしの夢 も，

どこにで もある安いぜん まい仕掛けの汽車で はな く，電

気で動 く不思議な汽車で した。ちょうど不況の時代でし

たが，父母 は何 とか工面 したのでしょう。ク リスマスの

朝にすてきな電気仕掛けの汽車をプレゼ ントしてくれま

した。

わたしは機関車 に車両 を引っ張らせて前進させた り，

後退させた りして何時間も遊びました。やがて母が居間

に入って来 て，道 の向 こうに住 んでいるハ ンセン家 の

マークという子供にぜんまい仕掛 けの汽車を買ってきた，

と教 えて くれました。ハンセン家族は母子家庭でした。

わたしはその汽車を見せてほしい と頼みました。汽車は

ゴツゴツでずん ぐりとしていて，わたしが買 って もらっ

た高価な汽車の ようにすべすべ とスマー トではありませ

んでした。 しか し，安い方の汽車に付いていたオイルタ

ンカーが気 に入 りました。わた しのにはそのような車両

が付いてお らず，ねた ましい気持ちが起 こってきました。

わたしはその気持ちを母 にぶつけ，母はそれに負けてわ

た しにオイルタンカーを渡 しなが ら，「マークよりもあ

なたの方に要 るというなら，使いなさい」 と言いました。

わたしはオイルタンカーを自分の汽車に くっ付 けて， し

てやった りと思いました。

母 とわたしは残 りの車両 と汽車を持 って，マーク ・ハ

ンセンのところを尋ねました。マークはわたしより1，

2歳 年上でした。彼 には思いもかけないプレゼン トなの

で，言葉 が出 ない ほ ど喜 んで くれ ました。彼 は早速 ぜ ん

まいを巻 き，汽車 が動 いて2台 の車両 と車 掌車 が レール

を走 りだす と，わた しの よ うに電 気仕掛 けで はないの に，

大喜 び しま した。

母 は賢 明 に もわ た し に 「トミー， マ ー クの汽 車 は ど

うP」 と聞 きました。

わた しは罪 の意識 を鋭 く感 じ， 自分 のわが ままが よ く

分 か りました。 わた しは母 に， 「ちよ っ と待 って いて，

す ぐ来 るか ら」 と言 い ま した。

わた しは走 って急 いで家 に帰 り，先 ほ どのオ イルタ ン

カー と， さ らに 自分 の車両 を一 つ加 えて手 に取 り，ハ ン

セ ン家 に戻 りました 。 そ して うれ しげに， 「君 の に付 い

て いたのが もう二つ あったの，忘 れ ていた んだ」 とマ ー

クに言い ま した。マ ー クは もう2台 の車 両 を 自分 のセ ッ

トに付 け加 え ました。汽 車が重 そ うに レール を走 るのを

見 なが ら， わた しは言い よ うの ない，決 して忘 れ られな

い大 きな喜 び を感 じてい ま した。わ た しの心 にはク リス

マスの精神 が満 ちてい ま した。

この ときの体験 は， ち ょうど1年 後 にわた しが直面 し

た難 しい決 心 を， しやす くして くれ ました。 ク リスマス

の季節 が またや って来 ました。家 で はオ ーブ ンに入 れ る

大 きな七面 鳥 の料 理 の準備 が進 み， おい しい ごちそ うを

今か今 か と楽 しみ にしてい ま した。 ところが近所 に住 む

遊 び友達 が， び っ くりす るよ うな質問 をわた しに した の

です。 「七面鳥 って， どん な味 がす るんだ ろう。」

「チ キ ンと同 じような味 さ
。」

「チ キ ンって
， どん な味 か なあ。」

その とき初 め て， わた しは この友達 が七面 鳥 もチ キ ン

も食 べた経験 が ない こ とを知 りま℃ た。わ た しは， ク リ

スマス に彼 が どんな食 事 をす るのか尋ね ま した。友達 は

しば らく返 事 をせ ず， うつむい た まま， こう言 い ました。

「知 らない
。 ぼ くんち，何 もない もの。」

わた しは一 つの解決策 を考 え出 しま した。 自分 に は何

もあ りませ ん。七 面鳥 も，チ キ ンも， お金 もあ りませ ん。

そ の とき， わた しは うさぎを2匹 自分 で飼 っていた こと

を思 い出 しま した。 わた しはその2匹 を箱 に入 れ，友達

に渡 して こ う言 ったの です。 「ほ ら， この うさぎ，2匹

ともあ げる よ。チ キ ンみた いに，お い しい よ。」

友達 は箱 を受 け取 る と，垣根 をよ じ登 り，一 目散 に家

に向 か って行 き ま した 。 ク リス マ スの食 事 が無 事 手 に

入 ったか らです。空 になった うさぎ小屋 の扉 を閉 めなが
ほお

ら，わたしの頬に涙が伝いました。悲しかったのではあ

りません。温か く，言いようのない喜びがわた しの心を

満た したからです。それは忘れ られないク リスマスにな

りました。
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少年たちは助けの必要な人々に心を向け，自分たちでた

めたパーティー資金を使って，クリスマスの贈り物を用

意 した。これは長 く忘れられない祝福となった。

13歳のある若い男性のことが思い出され ます。彼は執

事定員会を導いてみごとにク リスマスの精神 を見いだし

ました。この少年 と仲間たちは，夫に先立たれて独 り暮

らしをする，貧 しい老婆 のた くさん住む地域に住 んでい

ました。少年たちはすばらしいクリスマスパーティーを

開 くために1年 間かけて貯金 し，計画を立ててきました。

クリスマスはほかの人々のことを考える季節である， と

いうク リスマスの精神に目覚めるまで，少年たちは自分

の ことばか りを考 えていたのです。少年たちの リーダー

であるノランクは，今 までためてきたクリスマス資金 を，

自分たちの計画 していたパーティーには使わず，近所 に

3人 で一緒 に住んでいる老婆のために使おうと提案 した

のです。

少年たちが自分で立てた計画ですから，監督だったわ

たしとしては，従わないわけにいきません。新 しい試み

に胸 を躍 らせなが ら，少年たちは特大のロース トチキン

やポテ ト，野菜，クランベ リー，それに伝統的なク リス

マスの祝 いに必要な ものはすべて賀って来 ました。少年

たちは宝物 の贈 り物 を老婆たちの家 まで持って行 きます。

少年たちは雪の降る中を通 って，崩れ落ちそうになった

玄関にやって来 ました。 ドアをたた くと中からゆっ くり

とした足音が聞 こえ， ドアが開かれました。

13歳 ごろの特徴 とも言える，調子外れの声で，少年た
きよ

ち は 「聖 し， この夜 ，星 は光 り」 と歌 い， それか ら贈 り

物 を渡 しました。昔 ，かの栄光 ある夜 に歌 った天使 よ り

も美 し く歌 い， あの博 士た ちの贈 り物 よ りも大 きな意味

を持 つ贈 り物 をした のです。 わた しは， あの ときのす ば

らしい婦人 たちの顔 を見 詰 め， 心の 中で彼女 たちが 「だ

れ かの母 親」 で ある ことを思 い起 こ し， 気高 い少 年た ち

の表情 を見 た とき，彼 らも 「だれか の息 子」 であ るこ と

を思 い ま した 。 そ の とき， わ た しの心 に はマ リー ・ダ

ウ ・ブ ライ ンのあの不滅 の詩が思 い出 され ました。

その婦人 は年老いて，みすぼらしく，白髪で，

冬の寒空の下で腰 を曲げていた。
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通 りは，降ったばか りの雪でぬれている。

婦人の足 もとは，老いて動 きも緩慢だ。

彼女は交差点に立って， もう長いこと待っている。

ただ独 りでいる彼女を，顧みる人 もな く，

人 の群れはそばを過ぎて行 く。

彼女の目に浮かぶ不安の色 にも気づかずに。

通 りの向こうから，笑い声や叫び声が聞 こえて きた。

下校途中の華やいだ声 に包まれて，

少年たちが羊の群れのようにやって来た。

白く深 く積 もった雪を喜びながら歩いて来る……。
一人の少年が彼女の傍 らで足 を止め，低 くこうささや

いた。

「よかった ら，向 こうに渡 るのをお助 けまします。」

「少年たち よ，分かるだろう， この婦人 もだれかの母

親だ，

た とえ老いて，貧 しく，動 きが鈍 くて も。

わた しの母親にはだれかが手を貸 してほしい と思 う。

彼女の愛する息子が遠 く離れているとき，

彼女が貧 しく，老いて，白髪であっても。」

こうして 「だれかの母親」は頭 を垂れ，

その晩，彼女の家でこう祈る。

「神 よ，あの気高い少年にお恵みを与 えて ください。

彼もだれかの息子であり，誇 りであり，喜びですから。」

(「だれかの母親」)

定員会の少年たちはだれ一人， この尊 い巡礼 を忘れは

しませんでした。クリスマスの贈 り物 はクリスマスの祝

福 になったのです。

時は移 り，時代 は瞬 く間に流れて行 きますが，クリス

マスはいつまで も神聖です。クリスマスの精神がわたし

たちの生活 の一部 になるのは，得 ることによってではな

く，与 えることによってです。神 は今 もなお語 り，導き，

祝福 し，与えてい らっしゃいます。

何年 も前のことですが，ハロル ド・B・ リー長老が，

ワイオ ミング州のスターバ レーで育ったバランタイン長

老の経験を，わた しに聞かせて くれたことがあ ります。

ここは荒涼 とした土地です。夏は短 く，たちまち終わっ

てしまい，一方，冬はいつ まで も腰 を据え，冷気をもた

らします。バランタイン長老は子供の ころの特別なクリ

スマスについて語 りました。

「父にはた くさんの子供がいます。時々，家族で収穫

を終える と，支払いを済 ませた後 には，ほとん ど蓄 えの

残 らな い こ とが あ りま した。です か ら， 父 は遠 くまで出

か けて，恐 ら く1日1ド ～レくらいで，幾 つか の牧場 で働
こ こう

きました。父は自分 の糊口をしの ぐのがやっとで，家で

待つ母や子供たちに仕送 りがほとん どできず，家にはだ

んだん物が乏 しくな り始めました。

わた したちは食卓の周 りに集 まって家族の祈 りをささ

げました。父が家 にいなかったある晩，家族が集 まり，

母が子供たち一人一人のコップに， ピッチャーで牛乳を

注いで くれ ました。 ところが母の分があ りません。子供

たちだけで ピッチャーが空になった ことに気づいたわた

しは，母 に自分 の分 を勧 めて言いました。 『お母 さん，

ほら。ぼくのを飲みなよ。』

『いいの。お母 さんは今晩 は，おなかがすいてないの

よ。』

わた しは心配にな りました。子供たちは銘々の牛乳を

飲んで，ベ ッドに入 りましたが，わた しは寝つけません。

布団か ら抜 け出して，階段 を爪先でそっと下 りて行 くと，

母が部屋の中央で，ひざまずいて祈っています。 はだし

で階段 を下 りて来たわたしの足音 に，母 は気づいていま

せん。わたしはひざまずいて，母の祈 りを聞 きました。

『天のお父様，家に食物がな くな りました。 どうか，お

交様， どなたかの心に触れて，子供たちが朝おなかをす

かせな くて済むように助 けて ください。』

母 は祈 り終 えると， こちらを振 り向いて，わたしが祈

りを聞いていたことに気づ き，何か ドギマギした様子で，

こう言いました。 『さあ， もう行 きなさい。何 も心配な

いわよ。』

母の信仰 に支えられて，わたしはベッドに戻 りました。

翌朝，目を覚ます と台所から鍋や皿の音が聞こえ，食物

を調理するよい香 りがするのでした。わたしは階下へ下

りて行 き， こう言いました。 『お母 さん，確か，食物が

ないって言ってたよね。』

これに対 して母 はこう言っただ けで した。 『主が祈 り

にこたえて くださるとは思わなかったのP』 それ以上は，

何の説明 も必要あ りませんでした。

後年，わたしが大学 に行 くために家 を離れ，結婚 して，

家族 に会いに戻 ってみると，当時はもうかなりの高齢 に

達 していたガー ドナー監督が，わた しにこう言ったんで

す。『君の家族 について，クリスマスの ときにわた しが

経験 した ことを教 えよう。一 日の務めを終 えて，家族で

夕食 を取った後だった。わたしは暖炉 のそばで新聞を読

んでいたんだ。突然声が聞 こえて， こう言ったのさ。

「バランタイン姉妹の家 に食物がな くなった。」わた し

は自分の妻が話 しか けた と思い，「母 さん，何 て言 った

んだい」 と尋ねたんだ。彼女は前掛けで手をふきなが ら
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内で育 ち始めるのを感 じるとき，そしてその子供 を出産

す るとき，母親はどんな思いを抱 くのかを思うと，わた

しは言葉が出ません。いずれの ときも父親がそばにいて

見守 って くれるで しょうが，母親 は何かを感 じ，その気

持ちを決 して忘れ ることはないでしょう。わた しは再 び，

ベツレヘムのあの聖なる夜 について，ルカが注意深 く記

した言葉を思い出 します。

「マ リヤは月が満 ちて
，

うい ご かい ば

初子 を産 み，布に くるんで，飼葉 おけの中に寝 かせ

た。」(ル カ2：6-7)

ここにおいて，マリヤは初子に次 ぐ主役であ り， まさ

に合法的な女王であ り，母の中の母であり， この最 も劇

的な場面の中心 を占めています。愛する夫を除いては，

彼女の傍 らに添 う者 もな く，初子を産む こと，布に くる

む こと，そしてかいばおけの中に寝かせることすべてを，

彼女自身がたった一人で行 ったので した。

このうら若い女性が初めての出産をするに当たって，

彼女自身子供の立場 としては， 自分の母親，おば，姉妹，

あるいは友達に，お産の間そばにいて くれたらと願った

のではないか と思います。 このような特別な幼子の誕生

ともなれば，ユダヤ中の産婆の関心 と介助が与 えられて

しかるべ きところです。わた したちのだれ もが，だれか

が彼女 の手 を握 り，額 を冷や し， そして苦 しみの後で

さっぱりとした清潔な敷布で休 ませて くれたなら， とい

う思いを持つで しょう。

しか し，実際はその ようなことはあ りませんでした。

不慣れなヨセフの助 けだけを頼みに，マ リヤは一人で初

子 を産 み，そのために出産 を意識 してはるばる持 って来

た産着の布 にくるみ，そして恐 らく，わらの布団の上に

置いたのです。

そして幕の両側で天の軍勢が賛美の歌を高 らかに歌い

ました。「い と高 きところでは，神に栄光があるように，

地の上では，み心 にかなう人々に平和があるように。」

(ルカ2：14)し かしその場所には，天の御使い以外に

は， ヨセブ，マ リヤ，そしてイエスと名付 けられる幼子

の3人 がいただけでした。
'人 類の歴史の中心 を成す この瞬間

，まさにこの目的の

ために天に現れた新 しい星 にその場所は照 らし出されて

いましたが，恐 らく立ち合 う者 は，ほか にだれ もいな

かったので しょう。居合わせたのは，若 く貧しい大工 と，

母 となった麗 しいおとめ と，そして目撃 した出来事の神

聖さを口で言い表すすべを知 らない，静かな馬屋の動物

たちだけで した。

しばらくして羊飼いが訪れ，後 には博士たちが東方か

らやって来ます。しか し最初か ら，そして永遠に，小 さ

な家族がいるだけで，彼 らにはおもちゃもツリーも飾 り

もな く，ただ幼子がいるだけで した。それがクリスマス

の始 まりで した。

わたしたちは， この幼子のために声高 らかに賛美の声
あめ つち

を上 げるべきです。「天には栄え み神 にあれや 地に

は安 き 人にあれや と み使いたちの たたうる歌を
あ

聞きてもろびと 共に喜び 今生れましし 君をたたえ

よ。」(『賛美歌』123番)

恐 らくイエスは，その誕生，そのときに受 けた贈 り物，

また御 自分の幼年期 を思い出され，そして恐 らく，日の
けんそん

栄えにふさわ しい者 となるには純粋 さ，信仰，真の謙遜

さが求め られ ることを思 って，愛する幼子たちの目を

じっと見詰 めながら，幾度 となく次のように語 られたは

ずです。 「心をいれかえて幼な子のようにならなければ，

天国 にはいることはで きないであろう。」(マ タイ18：

3)

だか らこそ，クリスマスは子供たちのためにあり，そ

してすべての年代の人 のためにもあるのです。わた しの

好 きなクリスマスキャロルが子供の歌であるのも，その

ためか もしれません。わたしはこの歌 を歌 うとき，ほか

のどんな曲にも増 して心がいっぱいになります。

み こ「天 を降 りし神の御子 は

かいばおけに休みた もう……
ち

小 さきイエス よ，夜 明 けまで

わ れ らの もとに休 みた まえ……

イエス， われ らの手 を取 りて
と わ

永遠なる道を示した まえ

や さし愛 もて恵みそそぎ
ゆ

連れ行きたまえ天の家 に」

(『賛美歌』120番)□
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リスマスを4日 後 に控え，家族

ク のだれ もが心の高まりを感 じて
いました。ハイジは忙 しげに母親への

幾つ もの贈 り物 を包 み，エリンは，き

らきらと窓 に映 るツ リーの光にうっ と

りと見 とれていました。わた しもうき

うきしていました。その夜，夫 ジョン

の務 め る会社が社員一 同 を妻 同伴で

ディナー ショーに招待 して くれていた

のです。

娘 たち をベ ビー シ ッターに預 け，

ジョンとわた しは車を走 らせ ました。

会社のパーティーに向か う間，夫 とと

もに，自分たちの享受 してい る数々の

祝福 に思いをはせ ました。

パーティーは大盛況で した。わた し

たちがガレージにた どり着いた ときは，

午前零時 をとうに過 ぎていました。家

に着 くと，夫 は先 に車 を降 りて，玄関

の ドアを開け，部屋の明か りをつけに

行きました。その間，わたしは眠って

いる二人の娘 に冬の夜風が当た らない

よう毛布で くるんでいました。

突然，夫が走って戻 って来て，叫び

ました。「盗難 に遭 った。」わた しはエ

リンを腕 に抱 えなが ら，背筋が凍 りつ

くのを感 じました。家の中を調べてみ

ると，わた したちが準備 したクリスマ

スプレゼン トが全部な くなっていまし

た。泥棒 は何 もか も奪 って行 ったので
りゆうぶん

す。什 分の一の領収 書や祝福 師の祝

福文 さえ も奪 い去 られました。わた し

たちは途方に暮れてしまい ました。 こ

れからどうした らよいので しよう。ふ

がいない気持 ちでいっぱいになりまし

た。

救 い主の誕生 を祝 う恒例の家族行事

を楽しむ代わ りに，わた したちは寒々

とした空虚な気持ちと戦 うことになり

ました。確かに贈 り物 はまた買 うこと

ができるでしょう。 しかし，贈 り物 と

ク リスマ スの

精神は

だれ に も

奪 えませ ん

デ ビー ・フオ ツツァー

包 みに込め られていた愛 と思いや りは

はた して買 い戻せ るでしょうか。

しかしわた したちは，家族会議を開

いて話 し合 った結果，家 にとどまって

静かにクリスマスを祝い，救い主降誕

のお祝 いに心を向 けることにしました。

次の日曜 日，盗難のニュースが教会

の皆に広が りました。 日曜 日の夕方，

夫 とわた しが明か りを消 して居間に腰

かけている と，車の ドアがバタンと閉

まる音が聞 こえました。二人 ともびっ

くりして飛 び上が ってしまいました。

強盗が舞い戻ったのではないか と思っ

たのです。 す ぐに玄関 まで走 って行 き

ました。 ドアを開 けたわたしたちは，

目を疑 いました。
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そこには，いてつ く外気の中， ろう

そ くの火 をち らち らさせて，25人 もの

ワー ドの会員が立 っていました。わた

したちを励 まそうと，ク リスマスキャ

ロル を歌いに来て くれたのです。わた

したちは込み上 げて くる涙を抑 えられ

ませんで した。

会員たちが車で去 って行 くころには，

わたしたちの心の痛みは喜びに変わっ

ていました。家 に戻 って来る と電話が

鳴 りました。「何かお役に立て ること

はあ りませんか」 とい う近所の人か ら

の電話でした。 それか らというもの一

晩のうちに大勢の人々か ら同じような

思いや りにあふれた電話 をもらいまし

た。 こうしてわた したち家族 は，エ リ

ンの大好 きな，例 のきらきら輝 く明か

りをともし，ささやかなが らクリスマ

スのお祝いを始めました。

その翌 日はクリスマスイブでした。

午前11時 ごろか らで しょうか。教会の

会員が入れ替わ り立 ち替わ り訪れては

プレゼン トや食べ物 を置 いて行って く

れ ました。ある姉妹 などはお金 を置い

て行 って くれましたが，何 とその金額

は，盗難 に遭 ったの と同額 で した。

ボーイスカウ トの少年たちも訪れて，

いろいろと奉仕 して くれました。盗難

のことを聞 きつけた隣のステークの会

員たちは，サ ンタクロースを送 って く

れ ました。ハイジは， 目の前で起 きて

いることが信 じられない様子でした。

この愛 と援助の行列は深夜 まで後を絶

ちませんでした。

あのクリスマスイブの夜，眠 りに就

くわたしたちの心は，人々 に対する感

謝で満た されていました。皆がクリス

マスの精神 を模範で示 し，わたしたち

の必要 を満た して くれました。盗難 と

いう悪夢を，キ リス トの愛 を満喫する

機会へ と変 えて くれたのです。□











クリスマスなんて

バ トリシア ・R・ ローバー

(実際の体験に基づいた話)

窯
奎

題話

謹
毒
』

ンタ クロースな んて大 嫌 い!」 わ た しは，商店「サ ようせい

街の窓に描かれた，昔なが らの妖精の楽しそう

な顔 をにらみつけ，大声で こう言いました。

母 は，まゆをひそめてわた しを見 ると，「あなたは，

クリスマスの精神が何 なのか よく分かっているはずよ」

と言いました。

わたしは，母 と一緒に車の方に急 ぎなが ら，自分の気

持 ちを何 とか言葉で伝 えよう としました。「サ ンタク

ロースや ピカピカの飾 り物，それからあれやこれやのク

リスマス騒 ぎ， もううんざりなの よ。」そう言 って，買

い物袋 を車の トランクに入れ ました。「この時期って，

救 い主の誕生を祝 うんじゃないのP」
「同感 よ。 クリスマスがあま りにも商業化されすぎて

いるのは確かね」 と母 は言いました。

車は，市役所の前を通 り過ぎました。困っている人々

のために，クリスマスの寄付を呼びか けるポスターが 目

に留 まりました。「あれだってそうよ。 クリスマスの度

に罪の意識を持って，お古を全部か き集めては寄付する，

そういうのって大嫌い。 どうして一年中気前 よくなれな

いのか しら。人 をばかにしてるん じゃないP」 つい 口

走ってしまいました。

母は笑 ってこう言いました。「クリスマスは，善い行

いを始めるためのきっかけなのよ。」

母が何 と言おうと，わたしは気 にも留めませんでした。

やがて，わた しはすべての人々に対 して怒 りを感 じるよ

うになり，家に着 くころには，クリスマスの季節だか ら

といって普段 と違 う振る舞いは絶対す まいと決心 してい

ました。世の中の人のように，偽善者にはなるまい と決

めたのです。そして，救い主の誕生については，4月 に

なったら祝 うことにしました。

'夕 食が終わって，テーブルの上 を片付 けると，座って

冬休みの宿題に取 りかか りました。「ねえ， この数学の

問題 どうやって解 いた らいいの」 と弟 の トムが言 い まし

た。

「わ た しだ っ て宿 題が あ るの よ」 とわ た しは どな りま

した。

「いい じゃな いか
， ク リスマ スな んだか ら」 と弟 は頼

み込 んで ざます。 「まあ， ク リスマ スだ と， 断 っち ゃい

けないの」 と思 い ました。 それで弟 に， こう言 ってや り

ま した。 「ク リスマ スだか らって関係 ない わ，暇 な人 に

頼 みな さい よ。」

「祝福 の必 要 なひ ね くれ者 の だれ か さん にお願 いす る

のはだめP」 と トム は言い返 して きま した。

「もうよしなさい
，二人 とも。」母 が厳 しい声 で話 を遮

りま した。 「もう十分 で し ょ。 わた しが見 て あ げるわ。

トム，お姉 さん は今年 の ク リスマス に嫌 な思 いを抱 いて

い るの。」

わた しは， 宿題 になか なか集 中で きませ んで した。 自

分 の中 の醜 い部分 が， だ んだん と大 き くな って きていた

か らです。 時間 とともに気分 が晴れ るどころか， どう し

て どん どん悪 くなってい くのか分 か りませ んで した。 で

も， 「わた しは，世 界 中で飢 え苦 しん でい る人が い るの

に幸 せ ぶ って い る よ うな偽善 者 な んか じゃ ない んだ か

ら」 と自分 に言 い聞かせ ました。

ち ょうどその とき，玄 関のベ ルが鳴 りました。母 はわ

た しの方 を見 て， それ か ら静 かに ドア の方へ と歩 いて行

き ました。 そ して， 「まあ っ」 とい う母 の驚 きの声 に，

わ た しも含 め，家族全員 が玄 関に駆 け寄 りました。

そ こに立 っていた の は，羊飼 いの衣装 を身 に まとった，

わた した ちのホー ムテ ィー チ ャーで した。二人 は家族 全

員 が集 まる まで待 ってい て くれ ました。羊飼 いの うち の

一人 が こう言い ました。 「わ た したち は，ベ ツレヘムへ

行 く途 中で すが ，皆 さ んの家 に も立 ち寄 って， 何 が起

こった のかお伝 え しよう と思い ま した。実 は，わた した
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ちが羊の群れの番をしてい ると，突然一人の天使が現れ

ました。最初 はとても怖かったのですが，天使 はこう言

いました。『恐れるな。見 よ，すべての民に与 えられる

大 きな喜びを，あなたがたに伝 える。
すくいぬし

きょうダビデの町に，あなたがたのために救 主がお
うま

生れになった。 このかた こそ主なるキ リス トである。』

(ルカ2：10-11)」

二人 のメッセージには，簡潔で誠意 を感 じさせる何か

かがあ り，わたしは深い感銘 を受けました。わたしの唇

が震えだ しました。す ぐに唇 をかんで，気持ちの高まり

を抑 えました。それから何 も聞 こえな くなりました。わ

たしは，自分がどれほどひ どい振る舞いをしてきたか，

次々に思い起 こしました。事の起 こりは，偽善者 になり

た くないという思いからで した。 しかし周囲の人々が ど

れほど悪い状態にあるのか不平 を漏 らしておきなが ら，

自分 をより善い人間に変えようとはしていませんで した。

少な くとも，わた しの批判 していた人々は， この時期に

あって，寛容で優 しい心を備 えていました。でも，わた

しは違 いました。

「わた したちは， この輝か しい出来事 を見 に行 くんで

すよ」 もう一人 の羊飼いがそう言いました。それか ら二
やみ

人 のホー ムテ ィー チャー は，夜 の闇 に消 えて行 きました。

わた した ちは黙 った まま，彼 らのす ば らしい メ ッセー ジ

につい て思 い巡 らしま した。

目を覚 まされ る思 いで した。彼 らは， その奇 跡的 な出

来事 をほかの人々 と分 か ち合 い， だれ もが真 の ク リスマ

スの精 神 を感 じ られ るよ うに働 いていた のです。

わ た しは涙 をぬ ぐい，せ き払 い を しま した 。「わ た し

に も 自分 な りの ク リスマ ス のメ ッセ ー ジが で きた わ。」

そ う言 う とわた しは， 母 の方 に向 き直 り，力 い っぱい母

を抱 き締 め ました。 「お母 さん，今 までい ろい ろ嫌 な思

い をさせ て ごめん ね。」

母 は笑 って， 「これ も多分母 親 の仕事 の うち よ」 と言

い ました。

わた しが ， トム の方 を見 る と，勝 ち誇 った ようににや

にや と笑 ってい ま した。

「い ちばん した くな い こ とだ け ど
， あ なた には謝 らな

くっちゃね， トム」 と切 り出 し ました。 「で も， も しそ

うしなか った ら，今晩 わた しの心 は改 まったわ， と言 っ

て もあなた は信 じないで しょうか らね。」 トム は， 肩 を

す くめ る とわた しの前 を通 り過 ぎま した。 わた しは，弟

が耳 を赤 くしてい るの に気 づ きました。照れ てい る証拠

で す。

わた しは，弟 の後 につ いて， 台所 のテー ブル に座 り，

こう尋 ね ま した。 「トム ， あなた の数学 の 問題 ，手 伝 わ

せ て もら うわ。」 □
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家庭訪問メッセージ

き よ

「さ らに聖 くなお努 め ん」

(『賛 美 歌 』74番 参 照)

「聖なる装いをして主を拝め
。」(歴 代上16E9)

壽

藷当

塞

婁毒

討

福
音はわたしたちに 「イスラエル

の聖者」(2ニ ーファイ25：29)

救 い主 に従い，主に近づ こうと努める

ように教 えています。今年のテーマ と

して採 り上 げてきた，祈 りに も似 た賛
きよ

美歌 「さらに聖 くなお努 めん」(『 賛

美歌 』74番)の 歌 詞 は， 「さ らに聖

く」な りたい というわたしたちの願い

で始 まり，終わっています。
あがな

聖 さは救 い主の贋いにより与えられ

た神聖 な賜物です。わた したちが主 と

交わ した聖約を守 り，罪 を悔い改 め.る.
と 　　　

ときに，主 の贈 いの力 により聖霊がわ

た したちの生活を導いて くださいます。

キリス トに近づ くための

献身的な努力が聖さを生み出す

轟懲 禦 謝.
な努力を惜 しまず，一度 に一つずっ正

しい思いや行 いを身に付 けていかな く

てはな りませ ん。 さらに，、生活を変え

るほど強いキリス トへの信仰が必要で

す。

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長は，

以 前 この ような質 問を受 けま した。

「あなたがたの宗教の象徴 は一体 どの

ような ものなので しょうか。」大管長

は こう答え ました。「主御 自身 は，

何 を象徴 とすべきかについて，次

の ようにお っ しゃ って い ます。

『もしあなたがたがわたしを愛す

るならば，わたしのい ましめを守

るべきである。』(ヨ ハネ14：15)・

… …わたしたちは
，……生 けるキ

リス ト，生 ける神 の永遠 の御子への
あかし

証 を，各 自の生 き方 を通 して宣言

しなけれ ばな らないのです。」(『聖

徒の道』1995年4月 号，pp.4，7)

世界 中の教会員 はキリス トのような

生活を送 ろうと努力しています。その

一人が
， ドー リー ・ン トローブー とい

う名 の年輩 の姉 妹です。 ドー リー は

1984年 に南アフ リカの ソウェ トで教会

に入 り，それ以来，主の召 しを忠実 に

果たしてきました。 また，自分の家 に

何十人 もの孤児 を迎 え， 自分の子供 と

一緒 に多 くの孤児を育てました
。

ドー リーは息子が大学 を卒業すると，

息子の車 を入れるガ レー ジを家のそば

に建てました。 しか し，そのガレージ

は別の目的のために使われることにな

りました。1980年 代 には， ソウェ トに

は礼拝堂がな く，人々 は大変な思いを

して，バプテスマを受 けるためにヨハ

ネスブルクまで行かな くてはな りませ

んで した。 そこで，神権指導者か ら許

可 をもらい， ドー リー と彼女の息子 は

ガ レージにバプテスマフォン トを作 っ

たのです。支部の多 くの会員はそ こで

バプテスマ を受 けました。
こんにち

今 日， ドー リー は 南 ア フ リカ の ヨハ

ネスブルク神殿で神殿宣教師 として働

いています。彼女が毎 日人々に示す信

仰 と愛 は多 くの人 の人生 を祝福 してい

ます。そして，主も彼女 を祝福 してい

らっしゃい ます。

「聖地に立つ」主の弟子

主の弟子 は聖地 に立 ち，動いてはな

らない と，主は言われました(教 義 と

聖約45：32参 照)。 聖地 の一 つは神殿

ですが，聖地はほかにもあ ります。ボ

イ ド・K・ パ ッカー長老はこのように

述べてい ます。1「礼拝堂やヌデ=ク あつ.

集 会所，神殿 は3教 会の中で最 も神聖

な場所である家庭 と，教会の中で最 も

神聖な人間関係である家族を築 くため

に役立 つ とき，神聖 な もの となる。」

(丁肋ガー躍 」吻BθE4舜 認 『すべて

が ともに教化 され』pp.234-235)

わた したちの家庭 に聖霊の聖い導き

を求め るならば，わた し左五 の家 を祈

りと断食，...信仰 と.学問L栄 光 と秩序の　 へ 　
家 にしなければなり..ません(教 義 と聖

約88：119参 照)。 わたしたちは不完全

ゆえに苦労することもありますが，わ

たしたちの家庭 と心の中心にキ リス ト

を置 くことがで きます。親切な心でほ

かの人に手 を差 し伸べ，わたしたち

の霊を養い，神に目を向けながら

生活 し，そのようにしてだんだん

と 「主の ごとくに尊 く」なること

がで きるのです。

轡 吸・

●聖 さはどのような報いをもた

らしますか。

●わた したちの家庭 を聖い とこ

ろにするには， どうした らよ

いで しょう。□

鍮㌦





敵：が彼 の友 となった

ジ ョセフ ・スミスはその愛のゆえに，

しばしば敵からも尊敬と助けを受けた

デ ュア ン ・C・ ノールズ

み たま

たしたちの多 くは，御霊の力

わ によって不信仰な人々が偏見を
捨て，平和の福音のすば らしさを知 る

ようになった様々な出来事を，目にして

います。心 と理性が開かれ，神の息子，女

がキ リス トに従 う道 を選んだのです。

預言者ジョセフ ・ス ミスが出会った人々
あかし

には，彼の証 に感動 して回復 された福音を受 け入れ，彼

を主の預言者 として受け入れた人々が数多 くいます。そ

の証 と相 まって，キ リス トのような人格 と影響力 は，敵

意を抱いていた人々の怒 りを和 らげたり，逆に味方にし

た りするようなことさえあったのです。

預言者 ジョセブ ・ス ミスの生涯か ら採 り上げた以下の

様々な例 は，パー リー ・P・ プラット長老の言葉をよく

裏 づけてい ます。 プラ ッ ト長 老 はこう言 い ました。
「〔ジョセブの〕最 も非情な敵でさえ，彼の言葉に耳 を傾

けさえすれば，圧倒 されてしまうのが普通だった。」1

ジョセブに味方した法の番人

1830年6月 に預言者 は人々に教えを

説 き，バプテスマ を施 すためにニ ュー

ヨーク州コールズビルへ行 きました。そこ

到着すると，その地域の信徒たちが自分た

友人の幾人かに，バプテスマを受ける備 え

をさせていました。バプテスマの後，その日の夕べに新

たに教会員 となった人々のために一つの集会が予定され

ていました。決められた時刻に人々が集 まり始めたころ，

ジ ョセフは 「治安 びん乱 と，『モルモン書』 についての

説教 をして郡内で騒乱を起 こした罪で」逮捕されました。

しかしその巡査は預言者を知 るようになってから，心の

変化を体験 しました。
「その巡査 はわたしが逮捕 されて間 もな く，逮捕状 を

出 した人々が，待ち伏せ をしている暴徒たちの手に，わ

た しを渡 そうと計画していることを知 らせて くれた。し

監

甕

奎

塞
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着

垂

壺
垂
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左一 一1838年10月 に預言者ジョセブ ・スミスは裏切りに

より役人の手に引き渡された。無実の罪による投獄だっ

たが，4か 月にわたる獄中生活の中で，ジョセブ ・スミ

スは敵と友になり，彼 らの間を自由に歩き回った(写 真
'は教会制作の映画より)

。

上一 ジョセブ ・スミスが両親の家にいたときに，武装

した男たちが彼を逮捕しにやって来た。母親が彼らを息

子に会わせると，ジョセブは笑みを浮かべ，進み出て彼

らと握手した。ジョセブの親しみのこもった態度に接し

て，男たちは彼か犯罪者でも偽善者でもないことを確信

した。
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あるイギリス人の改宗者は，ジョセブ ・スミスの最後の

説教のときに，もとは暴君だったと思われる男が感動し

て，二度 とモルモンと戦うようなことはしないと語った

様子を記録で伝えている。

かし彼は，わたしがそれまで聞かされてきたような種類

の人間ではない ということを知 って，彼 らか らわたしを

救い出そうと決心していた。」2

その巡査には囚人を裁判所 まで移送する責任があ りま

したが，暴徒の手か ら預言者 を守 るという約束を守 りま

した。待ち伏せしていた者たちは町外れでその巡査が御

する移送用の荷車を取 り囲みました。 しか し，彼 らが

ジョセブ ・スミスを襲撃する前 に，巡査 はそのた くらみ

むち

の裏 をかき，馬に鞭 を入れてその場 を通 り過 ぎて しまっ

たのです。

その夜，二人 はとある宿屋 に泊 まりました。巡査 は

ジョセブをベ ッドに寝かせ， 自分は足 を ドアに当て，銃

を抱 えるようにして寝 ました。ジョセブの言葉 によると，

その巡査は 「もし不法な攻撃がなされるようなことがあ

れば，わたしのために戦い，全力を尽 くして守 ると断言

して」3いたのです。

翌 日ジョセブは無罪放免 となり，二人は友人 として別

れました。

兵士を動かす

1834年 の春 に， ミズー リ州の人々からジャクソン郡の

家を追われ，困窮 し切 っていた聖徒たちを救 うために，

シオンの陣営 として知 られる約200人 の長老たちが，オ

ハイオ州カー トラン ドから1，400キロ以上 の道 の りを行

軍 しました。 ミズー リ州の暴徒たちはその救援軍 を攻撃
ひよう とん

しようとしましたが，激 しい覆に襲われてその計画は頓
ざ

挫 してしまいました。

2日 後，電の猛威 に遭って打ち沈んでいた暴徒たちの

指導者スコンス大佐 とその一団は， シオンの陣営の人々

に会 って，彼 らの真意 を知 らされました。ジョセブ ・ス

ミスは次のように話 しています。

「わた しは立ち上がって彼 らに向かい，ジャクソン郡

の聖徒たちの苦しみ，またわたしたちが受けている迫害

について大体の ことを話 した……。 まただれに対 しても
はらか ら

……害を加える意志 はな く，苦境 にある同胞に助 けを与

えたい と考えているだけであること， 自分たちについて

飛び交っている悪いうわさは偽 りであ り，わたしたちを

滅ぼそうとする敵のた くらみによるものであることを話

した。わたしが長い話 を終えた ときには，彼 らの心は和

らげられ，同情の念 を起 こしていた。彼らは立ち上が っ

てわたしに手 を差 し出し，至 る所 に広がる聖徒たちへの

悪感情 を静めるために尽力 しようと話 した。そして，わ

たしたちが受 けている苦しみと迫害について聞き，わた

したちの目的がよいものであることを知って涙 を流 した。

この後，彼 らは人々の中へ出て行 って，興奮 した人々 を

静めるために，根気 よく努力 して くれた。」4

このような経緯があったにもかかわらず4年 後 には，

聖徒たちのミズー リ州追放をせき立てる事件が起 きてし

聖徒 の道/ig95年12月 号

9ρ



まいました。それはある選挙の投票日であった1838年8

月6日 にデービス郡 の郡庁所在地ガラティンで起 きた出

来事で した。聖徒 には投票を認めないという話から，乱

闘事件が起 きたのです。死者はな く，ジョセブ ・ス ミス

がその現場 にいなかったにもかかわ らず，投票所で7人

を殺害 した と彼 を告発するうわさがたちまち広がってい

きました。

数日後，ジョセフが両親の家にいた とき，一団の武装

した男たちがや って来 ました。8人 の士官が入って来て，

ジョセブの母 と話 しているときに，「ジョー ・ス ミス と

すべてのモルモン」を必 ず殺す と言いました。彼女はそ

の殺人があった と伝 えられている時機にジョセブはデー

ビス郡 にいなか ったことを話 し， こう言い ました。「そ

れに，息子 を見たら，彼 を殺そうな どとは思わな くなり

ますよ。」

さらに続 けてこう言いました。「『皆さん，ぜひ預言者

ジ ョセ ブ ・ス ミスが どういう人間 か を知 って くだ さ

い。』彼 らは恐 ろしい ものを見 るか のように， ジ ョセ

ブ ・ス ミスを観察 しました。ジョセブは笑みを浮かべ，

前に進み出て一人一人 と握手をしました。その様子で彼

らはジョセブが犯罪者でも偽善者で もないことを得心さ

せられ ました。

それからジョセブは腰 をかけて，教会の……考 えとそ

れまでに歩 んで来た道，設立以来，敵から受けてきた仕

打ちについて説明しました。彼 はさらに，教会のだれか

が法を破 るようなことがあれば，苦 しむ人が出ない うち

に，法の裁 きを受けなければならないと言いました。 こ

のようにして彼 らとしばらく話 してから，彼は 『お母さ

ん， もう家 に帰 らないと……エマが待っているので』 と

言いました。す ると二人の男が躍 り上がるようにして立

ち，絶対 に一人で行 ってはならない，危険だから自分た

ちが護衛 して一緒 に行 くと強い調子で言いました。

結局3人 が一緒 に行 きました。そして彼 らが戻 って来

るまでの間，わたしは ドアの ところに残 った士官たちの

話を立ち聞き・していました。

1番 目の士官。『おまえ，ス ミスと握手 した ときに変

な感 じがしなかったか。今まであんな気持ちを感 じた こ

とは一度 もなかったよ。』

2番 目の士官。『おれは動けなかった よ。あの人の髪

の毛一本た りとも傷つけるつ もりはない。』

3番 目の士官。『ジ ョセフ ・ス ミスや 「モルモ ン」を

殺 すた めに来 るな んて こ とは， もう絶対 にない よ。』

1番 目の士官 。 『ここに来 るの は これが最後 だ と思 う。

あの 「モル モ ン」の預言者 ほ ど潔 白で罪 がない感 じの人

間 に はお 目にかか った ことが ない。』

2番 目の士 官。 『彼 が人 を殺 した とい う話 はすべ て…

… うそだ。 そんな ことがあ るわ けが ない。 まった く人騒

が せな こ とだ，何 のいわれ もない こ とで。 しか し， こん

な ことは二度 とごめんだな， まった く。』

息子 と一緒 に家 まで行 った男 たち は指揮 下 の民兵 を解

散 して家 に帰 る と約束 し，確 か にそ う しました。」5

獄中で説き教 える

しかし聖徒 についての偽 りはその後 も広が り続 けまし

た。 ジョセフは1838年10月 にほかの指導者 とともに ミ

ズー リ州ファーウエス トで裏切 られ役人の手に引き渡さ

れ るまで，広まり続ける偏見 と全力を尽 くして戦いまし

た。

結局， ジョセブとほかの指導者たちは ミズーリ州の

リッチモ ン ドで裁判 にか け られ， その後4か 月 リバ
かんごく

ティーの監獄 に収監 されたのです。そして1839年4月 の

初めごろ，ジ ョセブは別の件で裁判を受 けるためにガラ

ティンへ移送 され ました。獄中生活を共 にしたアレクサ

ンダー ・マックレーは，ジョセブが休廷中に看守たちに

身振 りで親愛の情を示 していたと書いています。

マックレーの記録には次のように書 き続けられていま

す。「役人たちは，看守がわた したち ととて も親 しく

なってしまうので，彼 らを信頼できな くな り，その結果

思 うように看守の配置がで きず，頻繁 に看守の顔ぶれを

変 えていた。わた したちは判事や弁護士な どと同席 し，

また看守か らは最高の待遇 を受 け，柔 らかな寝具を与え

られた。幾度 も味わった獄中生活で これほど良い扱いを

受 けたことはなかった。」6

この囚人たちの弁護士だったピーター ・H・ バーネッ

トは次のように書いている。「〔ジョセフ〕はぽかの人々

に対 して大 きな影響力 を持っていた…… リバティーへ戻

るために出発する直前，わたしは彼が外で人々に囲 まれ，
一人一人 と話し

， まった くくつろいだ様子でいるのを見

た。5日 というそのわずかな間に，彼 は敵の心 を和 らげ

ようとそのように努め，護衛がな くても何の危険 もない

状態で彼 らの中に行 くことができるようになった。」7
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ジョセブ ・スミス(中 央。教会制作の映画より)は カー
かんごく

セージの監獄でも力強く教えを説いた。幾人かの看守は

ジョセブたちが偽 りの告発によって投獄されたことを知

り，家に帰った。

ガラティンでの審理の後で， この弁護士(明 らかに囚

人たちの無実を信 じていた)は ジョセフとその同僚たち

に逃亡の機会を与 えました。そして彼 らはこの好機 を得

て，州境 を越え，イ リノイ州へ逃 げ込みました。8

それから5年 後，殉教する9日 前の1844年6月18日 ，

暴徒たちが立ち騒 ぐ状況の中で， ジョセブは最後の公開

説教 をしました。 イギ リスの改宗者チャールズ ・ラン

バー トがその聴衆の中に見た と書いている男が， もとは

暴徒だったが，すでに悔い改めていた人物だったという

ことは十分にあ り得ることです。

「預言者が最後の説教をした とき
，わた しはその場 に

いた……。それは力強い説教だった。わたしの後 ろに背

の高い男が一人涙を流 しなが ら立 っていた。振 り返 って

彼を見 ると，絶対 にモルモンと戦 うようなことはしない，

どんなことがあってもしないと話 した。わたしがまった

く知 らない人だった。」9

1844年6月24日 までに，ジョセフ ・ス ミスは反逆罪の

とがで自分を訴追しようとする司法官のもとに自ら出頭

しま した。 その 日ジ ョセ ブ とその一行 は馬 で カーセー ジ
かんごく

へ向かいました。 ジョセブたちがカーセージの監獄で看

守たちに教えを説いた ことはよ く知 られていますが，そ

の看守たちの幾人かがそれにどう反応 したかはあまり知

られていません。現場に居合わせた教会員ダン ・ジョー

ンズはこう書いてい ます。

「わたしたちの中の幾人かがかわるがわ る看守たちに

教えを説 いていた……そして何人かは看守の任を解かれ

た。囚人たちの無実を信 じていることを認めたために，

看守 として不適任 とされたか らである。彼 らは暴徒たち

の様々な話を聞かされ，その影響 を受けていた というこ

とをよく話 した……。彼 らは，暴徒の攻撃 はジョセブ ・
ふくしゆう

ス ミスに復 讐するための偽 りだった ことを認 める程度
あかし

まで に， わた した ちの証 を信 じた 。 …… そ して彼 らが

『この人 た ち と争 う ことはないのだか ら
， 家 に帰 ろう』

と言 うの を何度 も耳 に した。」lo
ひつぎ

殉教の2日 後，ジョーンズ兄弟 はノーブーの家で棺に

横た えられたジ ョセフとハイラムの告別式に出席 しまし

た。彼は後に， 「疑いなく地上で最 も賢 く徳高い人」を

そのときに見た と書 き， さらにこう続 けています。「わ

た しは少し前に，彼 らが鉄格子越 しに自分たちを殺 した

がっている者たちに平和の福音 を優 しく説 き教えている

姿を見ていた。」Ilもしジョセブが暗殺者たらの耳 目を集

め，その偉大な精神 と親愛の情 を伝えることができた ら，

彼らの幾人かがやはり心を和 らげたことは疑いありません。
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悪に対 して善をなす

激 しい迫害 と不法行為の標的となった，神から選ばれ

た回復の預言者 はまさしく 「あなたがたの敵 を愛し，あ

なたがたをのろう者 を祝福 し，あなたがたを憎む者に善

をなし，あなたがたを不当に扱い迫害する者のために祈

りなさい。 こうして天 にお られるあなたがたの父の子 と

なるためである」(3ニ ーファイ12：44-45)と いう，

救い主の勧告を体現 している と言えます。
み たま

しか しジョセブは御霊の導きによって柔 らかな言葉 を
あわ

用いるという以上のことをして，敵に愛 と哀れみを示 し

ました。悪意 に満ちた二人の迫害者 に対する彼の親切 な

応対 は，その一例です。

1843年6月 にジョセブはノーブーで， ミズー リ州知事

の命令を受 けたレイノルズとウィルソンという二人の警

官 に逮捕 され ました。二人 はジョセブをはじめとする囚

人たちに対 してひどい扱い方をしました。 ピス トルで

ジ ョセブのわき腹 を打った り，殺す と脅 した り， またわ

ざと家族の目につ くところで彼を連行 した りしました。

しか し間もな くこの二人 はジョセブやほかの教会員を

殺す と脅 したか どで裁判 を受けるためノーブーに連れ戻

され，立場 は逆転 して しまいました。ジョセブは自分が
うたげ

無事に戻れた ことを祝って宴を設 けましたが，その客の

中にはレイノルズ とウィル ソンも含 まれてい ました。12

その 日の午後，ノーブー市民に向けた話の中でジ ョセブ

はレイノルズ とウィル ソンについて触れました。
「わたしはこの二人 をノーブーに連れて来て，疎遠を

余儀な くされていた この町に引き渡 しました。 しか し鎖

につながれた囚人 としてではあ りません。親切な行為に

っながれた囚人 としてです。わた しはこれまでこの二人

に優 しく接 してきました。わたしには善をもって悪に報

いる特権があります。彼 らはわた しを不法に連行 し，ひ

どい扱い方をし，わたしの権利 を奪おうとしました。 も

し主の手がなけれ犀，わた しは彼 らに ミズーリへ連行 さ

れ，殺 されていた ことで しょう。 しかし今彼 らはわたし

の手中にあります。わた しは二人を自分の家 に連れて行

き，上席に着かせ，わが家ができる限 りの接待 をしまし

た。わた しが連行された とき，'妻は彼 らによってわたし

の姿 を見 ることも許 され ませんで したが，その妻が二人

の給仕をしました。」13

あるときロレンゾ ・スノー大管長が，伝道の旅に出発

しようとしていた宣教師たちにこう勧告 しました。「相

手が どのような人でも，必ずその心 を動かす方法があり

ます。そして，人々の心を動かすその方法を見つけるの

が皆 さんの仕事なのです。」14アグ リッパ王の前に立った

使徒パウロ(使 徒26章 参照)や ラモーナイ王の前に立っ

たアンモン(ア ルマ20：8-28参 照)と 同じように，預

言者ジョセブは，た とえ敵であっても，相手が自分の言

葉に耳 を傾 けさえするならその心 を動か してしまう，す

ばらしい賜物を持っていました。

その賜物は預言者 としてのジョセブの偉大 さを強 く示

す数ある個人的特質の一つであり，わたしたち も主の導

きがあれば達成できると.いうことを思い起 こさせて くれ

ます。□
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ン グ 大 学 紀 要 』24〔1984年 冬 期 〕 ：99)，"TheMartyrdomofJoseph
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教 」P.94
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号 ，p.128

聖徒の道/1995年12月 号

31



エ スの

説
ク リスマスが来 る度1こ，世界中の子供たち

けいけん

が，救 い主の誕生の物語を敬虐な気持 ちで

再現 しています。今月号 では，エル サレム

支部の子供たち'に登場 してもらい，聖句で

物語をた どってみ ました。 ここ1こ紹介する

写真1こは，ベツレヘム近郊の羊飼いの野原，
よ う さい

ユダヤの荒れ野，王 宮を守る要塞へロディ

オンなどが収められています。

み つかい

「_』 か月 目に，御 使ガ ブ リノ 、
エルが ，神 か らつか わ

され て， ナザ レ とい うガ リラヤ

の町の一処女の もとに きた。

この処 女 はダ ビデ家の出 であ

るヨセ フとい う人 の いいなづ け

に な っ て い て， 名 をマ リヤ と

いった。

御使 がマ リヤの ところ に きて

言った，『恵 まれた女 よ，おめで

とう，主 があ なた と共 にお られ

ます。』

この言葉 にマ リヤはひ ど く胸

騒 ぎが して， この あ いさつ はな

ん の事 であろ うか と，思 いめ ぐ

らしていた。

す ると御使が言った， 『恐れ る

な， マ リヤ よ，あ なたは神 か ら

恵みをいただいているのです。

児 よ， あな たはみこ もっ て男

の子を産 むで しょ う。 その子 を

イエス と名づけな さい。』」(ル カ

1：26-31)

霧
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供時代の思い出を語 るのに，わ

子 にや さめや海へびを話題 にする
のは奇妙 に思われるか もしれ ません。

しか し， ドミンゴス ・リアオが育った

オース トラリアのダーウィンでは， そ

れが 日常生活の一部 だったのです。

ドミンゴスは友達 と一緒 に，淡水 と

海水の混 じったラピッドク リークの河

口まで， よく自転車で出かけたもので

した。

流れに乗 って漂 うくらげを避 けなが

ら水をか き分 けて歩いて行 くときは，

海か ら迷い込んださめや，泥に隠れた

わに，毒のある海へび，そして とげに

毒を持つス トーンフィッシュ(訳 注

オニオコゼ科)に 気をつ けなければな

りませんでした。 そんな危険 にもかか

わらず，繰 り返 し川 を渡 ったのは，川

向こうにあるものにそれだけの魅力が

あったか らです。

「約束 の地だ ったんです」 と
， ドミ

ンゴスは回想 します。「魚 はバ ケツに

何杯だって とれるし，浜辺は荒れてな

くて，きれいなままで した。だれも知

らない緑の草原 もありました。」

人生の川は，ドミンゴスを少年時

代に遊んだオーストラリアの入り

江から遠く離れた地に導いた。そ

の過程で，彼はしばしば流れに逆

らって泳がなければならなかった。

過 ぎ去った日々

今では，その川に橋がかかってい ま

す。広い原っぱは， ジョギ ング道路が

縦横 に走 る公園 に変わ り，大学生が よ

くやって来 ます。それで もドミンゴス

は，今 も川 にや って来て，思い出にふ

けりなが らいろいろ考えるのが好 きで

す。

まだ若い ドミンゴスの人生は，思い

出でいっぱいなのです。思い出の始 ま

りはオース トラ リアの北，数百マイル

に位置す るテ ィモール島です。中国人

の両親 は， そこのポル トガル植民地で

働いてい ました(ド ミンゴス とい うの

はポル トガル名)。 イン ドネシアが押

し寄せて来た とき，男性 はポル トガル

に逃げ，女子供 はオース トラリアに脱

出しました。 「逃げ切 れたの は2隻 の

ボー トだ けで したが，ぼ くと母 と数人

の親類 は，その うちの1隻 に乗 ってい

たのです。生存 で きたの は幸運で し

た」 と， ドミンゴスは説明します。

父 は後 にダーウィンで家族 に合流 し

ました。勤勉 に働いたおかげで，家族

は裕福になりました。ほかに二人男の

ド
、
、
、 ンゴス

リアオの日々

リチ ャー ド ・M・ ロムニー
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どやって来た父 と鉢合わせ してしまい

ました。家に帰 らざるを得ませんでした。

祝福 を受ける機会を失ったのです。」

父が3度 目に同 じように彼 の前に立

ちはだかった とき， ドミンゴスは家 を

出て祖母 のもとに行 きました。 「しば

らくしてか ら母が来て，父は もう怒 ら

ないか らとわた しを説得 しました。そ

れで家に戻 ることにしました。」

決意の日々

祖母 と同居中， ドミンゴスは専任宣

教師 として伝道す る望 みを抱 き始めま

した。「祈 って受けた答 えは，19歳 に

なった ら伝道に出るべ きだ， という非

常に確かなもので した。 その日以来，

心は決 まりました。あ と必要なのは準

備だけでした。」

ノーザンテ リトリー大学では，第1

学年の課程を修了すれば，伝道 のため

に2年 間の休学を認めて くれ ることが

分か りました。 しか し，そのためには

伝道前の数か月間は，以前 に増 して厳

しい課程 をこなさなければならないの

です。「わた しの担当教官 は，伝道 は

きっと良い経験 になるか らと，む しろ

勧めて くれたんです」 とドミンゴスは

リアオ長老は，伝道中に大きな幸

福を得た。しかし，最大の喜びは，

福音に対する自分の愛を家族と分

かち合い，なぜあれほど多くを堪

え忍んでまで宣教師になりたかっ

たのか，理解してもらうことだ。

聖徒 の道/1995年12月 号

44



言います。 そして， ドミンゴスは高校

時代か ら実行 しているように，仲間の

学生 に悔い改めの段階や救いの計画 を

教え続けました。

また，聖文の学習 にもいっそう熱 を

入れ，聖句 をた くさん暗記 しました。

「聖文 は平安 をもた らし
， 自分が何 を

した らよいか教 えて くれました。」

専任宣教師たちのレッス ンに同席 し
あかし

ました。頻繁に証 をしました。毎日日

記 もつけました。 このように備 えてき

た ドミンゴスを，教会の指導者 は面接

によってふ さわ しい と認 め，宣教師推

薦書 を提出 しました。

そしてある日，教会から帰 ると，父

親か ら家を出て行け と言われてしまい

ました。実 に4度 目の ことです。 「ほ

とん ど最後通告 といった感 じで した。

父はわたしの伝道に出る計画に腹を立

てていたんです。伝道}と行 ったら，親

子の縁を切 ると言われ ました。」

ドミンゴスの支部長のマイケル ・カ

ンが，伝道の召 しが来るまで自分の家

に来 るようにと言って くれ ました。

大学の学期 も終わ り， ドミンゴスは

毎 日祈 りと霊的な音楽，教会 の活動，

そして伝道や聖文の勉強をして過 ごし

ました。時 には占日中聖文 を読む こと

もあ りました。

喜びの 日々

そしてついに待ちに待 った手紙が届
ホンコン

いたのです。「あなた を香港伝道部 に

召 します」 という手紙です。出発前に.

家族 と和解 したい と思った ドミンゴス

は，一 時実家 に帰 りました。「家族 は

わたしの決意を変えられない と分かb

た ので，譲歩 して くれ ました。」出発

前 には，家族全員で食事 に行 き，た く

さん記念写真を撮 りました。

宣教師訓練 センターや伝道地か らの

手紙 には，そめとき以来 の喜 びあふれ

る出来事 が述べられています。

「わた しを教 えて くれた宣教師

の一人，(ホ イ ト)ス ケイブラン ド長

老が奥 さんと赤ちゃん と御両親 ととも
カントン

に飛行場 で出迎 えて くれました。広東

語 を少 しずっ学んでい ます。訓練 セン

ターの人たちはすばらしいです。」

「母か ら手紙 を2通 もらいまし

た。家ではすべて順調です。家族 はた

くさんの祝福 を受けていますし，彼 ら

もそれ を知 ってい るのです!今 では，
しんせき

家族 も親戚 もわた しの伝道を喜んで く

れ てい ます。確 か に神 は奇跡 の神 で

す!」
き ょ う
「今 日初 めて街頭伝道 をしまし

た。道行 く人たち皆 に話 しかけました。

6つ のレッス ン全部 を広東語 で教 えま

した。」

「中国の海岸近 くにあるポル ト

ガルの植民地，マカオに転任 して来 ま

した。 ここで伝道することができる宣

教師は少ないので， とて もラ ッキーだ

と感pて います。今一人 の求道者 を教

えていて，彼はバプテスマを受 ける予

定です。神が特別な業のためにわたしを
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ここに召されたことを知 っています。」

「『モルモ ン書』 を読むためな

ら，.どんな不都合 も克服 しがいがあ り

ました。安息 日を守 るためには， どん

な侮辱 も甘んじて受 ける価値がありま

した。ひそかにひざまずいて祈 るため

には忍耐強 く待ち続 け，教会 に出席す

るにはどんな苦痛 も堪 え忍ぶ価値があ

りました。伝道に来 るために経験 した

どんな迫害 も，悩み も，そ して涙 も，

喜んで受 けるだ けの価値があったと心

か ら思います。」

平安の 日々

今 日もリアオ長老 は，マカオの宣教

師アパー トの窓か ら約束の地 を眺めて

い ます。

「伝道 に出 よう と決心 した とき
，わ

た しを押 しとどめようとす る強い流れ

があることは予測していました。水の

中の隠れた危険が どんなものか，わた

しを刺 した り，飲 み込んだ りしようと

する ものが何なのか，はっきりは分か

りませんで した。それで も，わたしの

頭には無事 に渡 り切 ろうという思い し

かなかったのです。今，わたしは川 を

渡 り切って， ここにい ます。そして，

それが確か にそれほ ど価値があるもの

だ と知っています。」

そして， ドミンゴスは家族やほかの

人たちも向こう岸に渡ることができる

ように，橋 をかけたいと切 に望んでい

るのです。□
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●地元で開かれる無料 のコンサー トや催 しに連れて行

く。礼儀正 しく快活な態度で同行すればさらに喜ばれ る。

●彼 らの家の掃除，庭仕事，雪かきをす る。

遥 同様の奉仕 を約束する 「仕事券」をあ
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●皆さんの贈 り物 リス トにわたしたち編集室 あてのも

のは載っていないことでしょう。そこで，随分気の早い

ことを言いますが(今 年のクリスマスさえまだ終わって

いないにもかかわ らず)， 今から，来年のわた したちへ

のクリスマスプレゼン トとして考えてほしいことがあり

ます。

来年12月 号の 『聖徒の道』には，世界中の10代 の末 日
あかし

聖徒たちか ら寄せられた，キ リス トへの証 を掲載するつ

もりです。ですから，救い主への自分の証について考 え

てみて ください。証 をはぐくみ強めて くれた特別な出来

事や経験 はありませんかPイ エス ・キリス トに対する

証は，困った ときどのような助けになったでしょうP

皆 さんの感想や経験 をつづって ください。2，3

・ 段落の短い もので もか まいません。特別な気持
悔羅
鵬 ち にな った経緯 や理 由 を分 か ち合 いた いのです。
粧1996年4月30日 まで に投稿 して くだ さい

。

冗 どの国 の言 葉で もけっ こうです
。投稿 の際

雛 は
，氏名， 年令，住所 ， ステー ク/地 方部，

・ 貯 ワー ド/支 部名 を明記 して くだ さい。 あて

雛
・ 先 は次 の とお りです。

聯叢 鼎t盤1難 蕊㌔畿
Clty，Utah84150，USA

一 義 癒 で きれ ば， あなたの写真 で返 却不要
腓編

もの も送 って くだ さい。 □
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新たに組織された

地域会長会

目 近,大 管長会は地域会長

取 会の再編成を発表した。

教会は世界 を22の 地理上 の管理

地域に分けてお り,ど の地域会

長会 も七十人によって構成 され

ている。 しか し,例 外的に次 の

3地 域だ けは新 し く召 された地

域幹部が副会長 として働 いてい

る。南アメ リカ南,ヒ ューゴ･

A･カ トロン。北アメ リカ北西,

C･ス コ ッ ト･グ ロー。南アメ

リカ北,カ ール･B･プ ラ ット

の各長老である。
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1.北 アメリ力北西地域会長会

第一副 会長

グレ ン･

L･ペ イス

会 長 第二 副会 長

スペ ンサー･C･ス コソト･

J･コ ンディー グ ロー

6.北 アメリカ西地域会長会

雛塗〃･

第一 副会長 長 第 二副会 長

ラ ンス･B･ロ ー レン ●C･マ ックス･

ウ ィ ソクマ ンC･ダ ン コール ドウェル

9.メ キ シ コ北 地 域 会 長会

･勝

礎,齢 ノ湧 誠磁1

ダ 疋 弓 淫

第一 副会 長

シ ョン･

M･マ ドセ ン

会 長 第 二副会 長

ア ンヘ ル･ア ントリュー･

アブ レアW･

ピー ター ソン

冊.メ キシコ南地域会長会

ノ
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･り/
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E.北 ア メリ力中央地域会長会

讐
卵

冠

欝

第一副 会長 会 長 第 二副 会長
ヒュー･ウ ィ リアム･RL･ラ イオネル

W･ピ ノ ノク･ブ ラ ノド･ケ ントリソク

フオー ド

第 一副会 畏

ゲーリー･J･

コー ルマ ン
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牧師との面談で得た相互理解

広報活動の現場から

東京東ステーク

広報 デ ィレク

ター

河南順一

今,全 世界の末 日聖徒 イエス･

昨 キ リス ト教会で意欲的な広報活
動が進 められてい ます。 これ らの活動

は,メ デ ィアを活用し,地 域社会 と協

力的な関係 を築 くことを柱 として,教

会 に対す る良い印象を築 き,認 知 を高

めることを目的 としています。 日本で

も地道な広報活動が,会 員や宣教師た

ちの模範や活動 と結びついて,人 々の

教会 に対す る好意的な認識を広めつつ

あります。

一方で
,一 部の宗教団体の社会 問題

や刑事事件へのかかわ りが取 りざたさ

れ,社 会の宗教 に対す る受 け止 め方は

厳 しくなっています。 また,末 日聖徒

に対する認知度は一般的にはまだ低い

のですが,ご く一部 に｢モ ル モ ン教

会｣に 対する誤 った認識があることも

事実です。

書面で牧師に面談を申し出て

誤解 を与 えるものの中に｢わ たした

ちの教会 は統一協会,エ ホバ の証人,

モルモ ン教 とは関係 あ りません｣と

いった注意書き入 りのチラシがありま

す。中には｢こ れ らの宗教でお困 りの

方はご連絡 ください｣と いうメ ッセー

ジを添 えている もの もあ ります。

今年 の6月 初旬,わ た しの住 む地域

で,あ る教会が同様 のメッセージを添

えて,新 興宗教 と社会問題 に関す る講

演会の案内を広 く配布 していました。

主催者 の牧師は,｢モ ルモン｣に 対 し

て どの ような認識 を持 っているのか,

善処 してもらうために自分に何かで き

ないか と考 え,祈 りの気持ちをもって

書面で牧師 に面談を申 し入れることに

しました。

正直な ところ,牧 師が どのような態

度をとられ るのか心配 でしたが,こ ち
しん し

らの真摯 な態度 に牧師 も誠意 をもって

応対 して くださ り,話 題 も教義のほか

に,教 会員の生活,教 育 プログラム,

教会 の運営･活 動 と多岐に及びました。

牧師は｢不 快な思い｣を させたことを

わびて,モ ルモン教会が反社会的な行

為 を行 っているとい う認識 はまった く

ない こと,教 会 から迷惑を被っている

といった報告 もな く確認 している事実

もないこと,｢モ ルモ ン教会 と関係 な

い｣と いうのは教義上 の解釈 において

という意味であることを説明されまし

た。そ して この記述 については削除す

る方向で対処 したい と述べ られ ました。

末日聖徒に対すう他教派の反応

末 日聖徒 に対する認識 について,他

の教会員からも協力 を頂 き,状 況を知

る機会があ りました。調べた範囲では,

4つ のプロテスタン ト系の教派に属す

る教会が｢モ ルモンとは関係ない｣と

いうメッセージを公に発信 しています。

また,大 手パ ソコン通信サービスでの

キ リス ト教に関する電子会議で も同様

のメッセージが掲 げられています。

しか しなが ら,6,000人 以 上が参加

するこの電子会議での問いかけや,通

信で他教派のクリスチャンと意見交換

をしている末 日聖徒 の報告 か らも,

｢モ ルモ ン教会｣か ら迷惑 を被 って い

る,あ るいは｢モ ルモン教会｣が 問題

を起 こしてい るとい う認識 を持つ人 は

いないことが確認で きています。むし

ろ,末 日聖徒 と交わ りのある教会外 の

人か ら得たコメン トは,末 日聖徒 に良

い印象を抱いてお り,肯 定的な もの と

なっています。

カ トリックやプロテスタン トの教義
さん み

は,三 位一体 を土台 とす る点で末 日聖

徒 とは異 な ります。 また,『 聖書』の

ほかに 『モルモン書』などの末 日の聖

典を持っ ことを理由に,彼 らは末 日聖

徒を｢伝 統的｣キ リス ト教 とは区別 し,

｢異 端｣と い う呼 び方 をす ることもあ

聖 徒の道/[995年12月 号
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ります。わた したちの教 会 に対す る

誤 った認識 は,こ の教義の違いを正確

に理解していないために作 り出され る

ことも多い ようです。

しか し,末 日聖徒のイエス･キ リス

トに対する信仰 は,ほ かの教会の信者

に勝 ることはあっても劣ることはあ り

ません。面談の中で,イ エスが救い主
あがな

であること,わ た したちを順って くだ

さったこと,そ して 『聖書』 に書かれ

ているとお り十字架にかかって3日 後
あかし

に復活 された ことを証 した ときに,わ
み たま

た したちは御霊に満たされ,牧 師 も大

きくゆっくりうなずかれ ました。 そし

て,教 派 は違 っても,誠 意を もって交

われば,キ リス トに従いたい とい う望

みを分かち合 い,そ れぞれの信仰 に敬

意を抱 くすばらしい関係が築 けること

を二人で確認することができました。

｢モルモ ン教会の会員の ･

情熱 には感心 します｣

穏やかな気持ちで面談を終 える と,

別 れ際に牧師か らこのような言葉 をか

け られ ました。｢モ ルモン教会の会員

のエネルギーや情熱には感心 します。

教会の体系的で充実 した教育 プログラ

ム,洗 練 された運営形態 はすばらしい。

会員の教会へのかかわ り方や奉仕の精

神は,初 期の教会 に見 られた ものに通

ず るものがあ ります。 この点はわたし

の教会で も見習いたいです。｣

しか し,こ の牧 師の見解や姿勢 は,

その教派を代表す るものではあ りませ

ん。今回の体験か ら,ほ かの人々の視

点 を謙虚に受け止 める姿勢 を持つこと

で,よ り積極的に末 日聖徒 を正 しく理

解 してもらう機会 を得 ることができた

と思います。

この牧師に送った書面では,以 下 を

基本的なポイン トとしましたが,こ の

姿勢 は教会に対する認識 を正すために

ほかの状況で も応用で きるので はない

か と考 えています。

●ちらしの表記 は,末 日聖徒が社会問

題を起 こしているような印象を与えか

ねないと懸念している。

●末日聖徒 と教会について認知度を高

め,良 い印象を持ってほしいと考えて

いる。

●一般 の人々やほかの宗教 の方々が末
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の名前です。彼 は結婚直後に召集され,

生 まれ来 る自分の息子の顔を見ずに,

沖縄 に配備 されていました。そして激
しま

烈な戦火の中,ひ めゆりの塔 に近い島
じり

尻 という所で亡 くなっていたのです。

理由は分か りませんが,彼 の遺族は,

彼 を思い出した り,沖 縄 を訪ねた りす

ることを止め られていたそうです。彼

の母親 は,彼 が小 さいときに亡 くなっ

てお り,奥 さんは,別 な人 と再婚 して

います。長 い間,彼 の命 日を思い起 こ

す人がだれ もいなかったのです。彼の

命日は6月17日 。 この夜の1か 月後で

した。

｢沖縄に行かな くてはならない。｣彼

の命 日が近づ くにつれ,そ う思いまし

た。 しかしその ころ,わ た しの父は手

術を要する病気を患い,出 かけるどこ

ろではあ りませんで した。 しか し家内

が言って くれ ました。｢お 金はない け

れ ど,今 行 かない と一生後悔 す るわ

よ。｣

E3万人の名前の中から

6月16日,命 日の前 日,わ たしは雨

の降る沖縄の地 に立っていました。本

田庄一氏が延々行軍 した道の りを,20

キ ロ歩きました。雨滴 も強烈な蒸 し暑

さも気 にな りません。空腹で もな く,

弾丸 も飛んで来ないのに何がつ らいで

しょうか。夢で道 を見ていたので,地

図は要 りませんでした。 この角を曲が

ると,次 に川があって橋がある,と い

うことが分かるので した。

翌 日,沖 縄 にいる教会の知人 ととも
いしじ

に,｢平 和の礎｣の 前 を通 りかか りま

した。戦後50周 年 を記念 して造 られた,

23万 人 の戦没者の名前 を刻む慰霊碑が

立ち並ぶ広大 な敷地です。び ょうぶの

ような形 をした美 しい慰霊碑 が,青 い

海 を見下ろす緑の敷地に,円 を描いて

並んでいます。 その日は除幕式前だっ

たので,警 備が厳重で,入 ることは難

しく,あ きらめて一度前を通 り過 ぎま

した。 しかし,入 りたい とい う願いを

捨 て切れ ません。 ここに彼の名前 もあ

るはずです。近 くに作業をしている人

がいたので,自 分 は東京から来た こと

を告げ,何 とか入れないだろうか とお

願い してみ ました。す ると彼 は,｢1

か所 だけ鎖が外れている所が あるか ら,

(上)戦 後50周年;を記念して造られた

慰霊碑｢平 和の礎｣。

(右)23万 人の戦没者の名前が刻まれ

た慰霊碑の中に｢本 田庄一｣氏 の名前

;を見いだした高田兄弟。

そこか ら入 りなさい。で もあま り歩 き

回らないように。警備員に見つかるか

ら｣と 言って くれ ました。わたしは喜

び勇んで中に入 りました。 しかし,23

万 人 の名前 の中か ら彼の名前を見つけ

出せるわけがあ りませ ん。慰霊碑 は無

数 に並 んでいるのです。

敷地 に2,3歩 足 を踏み入れた所で,

い ちばん近 くの碑 に目を向けました。

すると,一 つの名前がわた しの目に飛

び込んできました。そこには｢本 田庄

一｣と
,刻 まれてい るではあ りません

か。その日外 されたチェー ンの 目の前

の碑 に,彼 の名前 が あった のです。

｢彼 が
,わ た した ちをここに呼 んで く

れたんだ。｣案 内をして くれた知人 と

わたしは ともに驚き,感 謝の気持ちに

満たされました。 この 日は,彼 の命 日

だったのです。
いっちゆうけん じ

別 の 日に,わ た しは｢一 中 健児の

碑｣と 呼ばれる別の慰霊碑の前 に立 っ

てい ました。夢で見た と思われる道 を

たどって行 くと,そ こに着いたのです。

後で知 りましたが,一 中 とは旧首里一

中の ことで,そ この生徒たちは,兵 隊

と一緒に戦 いに加わっていたのです。

その後,当 時の戦火 を知 る一人の教

会員 と会 う機会がありました。彼 は,

なぜ観光ルー トとまった く離れていた

その碑 の所に行ったのか,わ た しに聞

きました。わた しが｢夢 で見たからで

す｣と 答 える と,彼 は本田庄一氏の写

真をずっ と見 なが ら(15分 ほ ども無言

繕 嚢蝋蝋

擁 講鐵

で見ていました),｢彼 に会 った ことが

ある気がする｣と 言います。そ して こ

う続 けました。｢あ そ こはね,こ の人

の部隊が駐屯していた ところなんだ よ。

わたしは一中の生徒 として,そ の部隊

と行動を共に していたんだ。｣

命日に新たに

発見された遺骨

導きはそれだけでは終わ りませんで

した。すべての予定 を終 えた沖縄滞在

の最後の日,朝 食 を取ってホテルの自

分の部屋に戻 ってみると,ベ ッドの上

に電話帳が開いた まま置 いてあ りまし

た。わたしが置いたわ けではあ りませ

ん。なぜ掃除の人が片付けなかったの

かな と思いながら,そ のペー ジをのぞ

くと,｢沖 縄戦 フィルム1フ ィー トの

会｣と い う欄 に目が止 まりました。興

味 を引かれたので,そ こに電話をして

みました。相手の人に,わ た しが沖縄

に来た経緯 を話す と,｢す ぐに事務所

に来なさい｣と 言 います。驚いてしま

いました。

事務所 に行 ってみると,(本 田庄一

氏 の命 日に当た る)17日 に新たに一っ

の遺骨 が発見 された ということで,そ

れを見せて くだ さいました。発見 され

た場所は,本 田庄一氏が戦死 した とい

われる所で した。

目の前 に黒 い骨が置かれ,事 務所の

人が言 いました。｢ど うぞ,触 ってあ

げて ください。 その人の ものかもしれ
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大変疲れ る時期 もあ りました。ちょう

どその ころ,柳 井へ訪問 された大阪の

指導者が次 のよ うに言われ ま した。

｢子 供たちは今 は幼 くて思 うようにい

かないけれ ど,子 供たちの霊が福音 を

聞いてい ます よ。｣こ の励 ましの言葉

が,そ のころのわた しの支え とな りま

した。

また,扶 助協会の家庭教育 において

はいつ もすば らしいレッスンを通 して,

サ タンが全勢力 を傾 けている世の中に

あって,天 父か ら授かった子供たちを

いかに育 て導いていけばよいか学び求

した。母親 として教会で学んだ教えを

家庭 で実行 し続 けるのは とて も大切で

すが,わ たしは時 としてその務 めを忘

れることがあ りました。 それは長男が

大学受験 を控えた ころで した。

わたしは世のお母 さんがた と同 じよ

うに,長 男 に受験勉強 をさせることで

頭がいっぱいでした。そのころのわが

家 には,家 庭の夕べはあ りませ んで し

た。その ような状況 のためか,当 時中

学生だった次男はわが家の福音 の輪 か

ら一人取 り残 されていました。その こ

ろの次男 は｢お 母 さん,人 間の最初 は

猿人だったんだ よ。知 らなかったの｣

と,進 化論を得意 げに話 していました。

このまま次男 を主の教 えか ら遠ざけて

はならない と,ひ ざを交 えて話 し合い,

家族の祈 りを始め ました。次男の心 は

少 しずつ変わっていき,教 会員宅 で行

われる早朝セ ミナ リーへ進んで出席す

るようにな りました。

月日がたち,今 度 はその次男が大学

受験 を迎えた ころは,年 ごとに受験生

が増 えてピークに達 した年で もあり,

わ た しは再び長男の ときと同 じように

受験のことに夢中 になってい ました。

その ころのわたしは扶助協会の責任 さ

えも重荷に感 じていました。毎月の家

庭訪問が特 に早 く来るように思えて,

訪 問を延ば し延ばしにすることがあ り

ました。

母親の信仰が不安定なとき,

子供の信仰も揺らぐ

ふ と気がっ いた とき,当 時短大生

だった長女 は,幼 いに うか らの夢 で

あった｢宣 教師 にな って伝道 に出た

い｣と いう気持ちをな くしてい ました。

教会へは集っていたのですが,福 音に

対 して消極的でした。わた しは自分 自

身が優先順位を間違 っていた ことに気

づ き,悔 い改 めをして,家 庭訪問100

パ ー セン トに向けて努力 しました。長

女の気持 ちも変わってい きました。長

女 はその後,就 職 してか らの4年 間を

伝道の備えのみにかけました。

モルモ ン2世 は感動的な改宗がない

だけに,母 親 はまことの福音 を教 え,

信仰 のある模範を示 し続 けなければな

りません。母親 の信仰が不安定な とき,

子供 の信仰 も揺 らぎます。母親が扶助

協会で学んだ教 えを実行 し,召 された

責任を一生懸命果たす とき,子 供たち
あかし

は福音 とともに成長することを証 しま

す。福音 を学んでい る子供たちは,優

しく正直で,光 ってお り,学 業に も専

念 でき,良 い結果が得 られることを証

します。
なんじ
｢汝 らわが言 うところを行わ ば

,主

なるわれ これに対 して責任あ り。され

ど,汝 らわが言 うところを行わずば汝

ら何 ら約束 を受 けず。｣(教 義 と聖約

82:10)(ふ る たに･す みえ 支部扶

助協会書記)

決心することの祝福

札幌,東 京神殿間を車で往復

こと に

札幌西スデーク新琴似ワード

年の3月 末,わ たしたち夫婦 と

今 新琴似 ワー ドの教会員6人 がわ
た しの車で東京に向かい,4日 間ほど

神殿 に参入 しました。参入に当たって

は大きな決心が必要で した。年度末の

忙 しい時期 に1週 間の休 みを取 るのは

容易でな く,ま た,子 供たちをどうす

るか も問題で した。

けれども決心 して取 りかか ると問題

は自然 に解決 したのです。 まず,2月

の初めに職場の上司に休暇 を申し出る

と｢だ めだ と言って も行 くのだろう｣

と許可をもらうことがで きました。子

供たちの方 も家 内の両親が快 く引 き受

けて くれ ました。

その後 もフェリーの予約 など準備 は

風間信彦

大変で したが,結 局,札 幌か ら東京 ま

で二人が交替で運転 しました。不案内

な道に迷 うこともな く早目に着 くこと

ができ,多 くの儀式に参加で きました。

4日 間,わ た したちはお もに死者のた

めの身代わ りのバプテスマの奉仕をさ

せていただきました。

札幌西ステークで参入 した3日 間に

3,100人 以 上 の死者のための身代 わ り

の儀式 を行 うことができました。最初

は多 くて も3,000人 はで きないだろ う

と思っていたのですが,終 わって神殿

宣教 師の方か ら3,100人 以上 ですよ と

言われ,驚 きとともにうれしさが込み

上 げてきました。一緒 に行 ったステー

クの会員,特 に若い男性･女 性 の多 く

の奉仕がなけれは,こ れほどた くさん

のバプテスマのお手伝いは無理だ った

と思います。4日 間の神殿参入 はすば

らしい経験で した。

札幌 までは無事に帰って来 ましたが,

最 後の姉妹 を送 って家の前 まで来た と

きに,接 触事故 を起 こしてしまいまし

た。｢な んで神殿 の帰 りに事故に遭 う

んだろう｣と 気持ちが落ち込み,な ぜ

なぜ と心の中で問 うばか りで した。

ともか く,事 故 により破損 した車を

修理に出 し,そ の ときにほかの箇所 も

ついでに点検 して もらいました。する

と,ATオ イルがほとんど入 っていな

い と言われ,ま ざかそんなはずはない

とびっ くりしました。事故では車体に

傷が付いただけだったか らです。

詳 しくエ ンジンを調べて もらうと,

オ イルが な くなってか ら1か 月以 上

たっていることが分か りました。修理

を担当 した人 に,こ の車で東京 まで往

復 して きた ことを話す と,信 じられな

い と言われ ました。 もしこの事故がな
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きっ ともうで きない。｣そ う思い,飛

行機 の中や宿舎の布団の上,最 後 には

神殿 のロビーで書きました。 そして,

それ らを無事提出す ることがで きたの

です。弟の結び固めを終 え,儀 式を受

け,日 の栄 えの部屋 に入った とき,わ

たしが思っていた よりもず っと早 く夫

が戻って くると感 じることができまし

た。

札幌 に帰 ると,夫 はお もしろ くない

顔 をして,参 入前には許 していた長男

のバプテスマを受 けてはだめだ と言い

はりました。長男 はバプテスマを楽 し

みにしていたので,受 けられ るように

一生懸命お祈 りをしてい ました。夫は

教会員や宣教師の説得 にもまるで耳を

貸 して くれません。そこで,当 時神殿

宣教師をしていたある姉妹 に,神 殿で

の祈 りに夫 と息子の名前 を加 えて もら

いました。

そうした中,夫 はある晩,夢 を見 ま

した。2階 建ての大 きな家の1階 にわ

た しと子供たちが,2階 に夫 と宣教師

のような外国人がいました。夫 はどう

して も1階 にいるわた したちの所 に来

たかったのですが,そ の夫を助 けて く

れたのはその外国人で した。そこで目

が覚めました。 その話 を聞かれた伝道

部長夫人か ら｢そ の外国人 はイエス様

ですよ｣と 言われた夫は,そ の ときか

ら少 しずつ変わっていきました。そ し

て,息 子の信仰 と祈 りは聞かれ,夫 の

許 しを得て無事バプテスマを受 けまし

た。夫 も教会 に戻 ると言って くれ,翌

週か ら言葉 どお り8年 間離れていた教

会に集 って くれるようにな りました。

1年 後,夢 にまで見た家族の結 び固

めを受けに東京に向かい,夜 の町に神

殿の塔が見えてきた とき,や っとた ど

り着いた という喜びが込み上 げてきま

した。 こうして,わ たしたち家族 は永

遠の結び固めを受 けることができまし

た。 また今年の3月 には,夫 とふたた

び神殿に参入することができました。

そして5月,長 男が夫の手で神権 を

授けられた とき,ほ ん とうに家族みん

なで福音 を実践できる喜びを感 じまし

た。神様 はわた したちの考えている以

上にわたしたちを愛 して くださってい
あかし

ることを証 します。(か さま･て いこ

ワー ド扶助協会書記)

家族で結び固めの儀式を受けたときの風間御家族

家族で

ずっといっしょに

風間仁美
齢

わた しは結び固めをうけた とき,と

て もうれしかったです。家族 でずっ と

いっしょにい られ ることをかんしゃし

ます。(か さま･ひ とみ6才)

1

2

3

4

5

感謝 していること

風間伸司

教会に行けることを感謝 していま

す。

生 きていることを感謝 しています。

家族がいることを感謝 しています。

生 まれてきたことを感謝 してい ま

す。

結び固めができた ことを感謝 して

い ます。(か さま･し ん し10才)

ヘ ヘニヒし

:水遅 に

結ばれることを

心に思いました

風間孝志

ぼ くは4才 の ときに初 めて神殿 に行

きました。その ときのことはよく覚え

てい ません。1992年 にぼ くたちは結び

固めをす るために神殿 に行 きました。

お父 さんとお母さんを待っている とき

ドキドキしました。結び固めの部屋に

入 って結び固めをしました。永遠 に結

ばれ ることを心に思いました。

神殿 に参入する前にすいせん状 をも

らうとき,ぼ くはほん とうに もらって

いいのか分か りませんで した。心の清

い人 しかすいせん状 をいただけません。

ぼ くは5月 に神権 を受けられたので,

また,す いせ ん状 をもらって神殿 に行

きたいです。神殿 は天のお父様 とイエ

ス様 と聖霊が住む ところだ と証 します。

(か ざま･た か し12才)
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